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1 国際ブックフェアでの日本出版社

フランクフルト・ブックフェア

世界140か国（2024年）以上
から約4300社の出版社が出
展する世界最大のブックフェ
ア。

日本からは日本書籍出版協
会が運営する「日本共同ブー
ス」に2024年は31社が出展。



2024年におけるコミックブース

マンガ出版社コーナー：20㎡

秋田書店、ぶんか社、コアミックス、
アーススターエンターテインメント、

双葉社、日本文芸社、リイド社、ス
クウェア・エニックス



特別招待国（Guest of Honor)
出版を中心に、その他のコンテンツ等を通じて文化全般を広く紹介。

日本は、1990年に実施。 （総費用 約１３億８４００万円、出展した日本出版社 １２４社）

“日本館”における展示

JAPAN:A History in Books 約300点の展示品により、百万塔陀羅尼経から現代にいたる出版文化の歴史を展示

JAPANESE Books Today 1990 244社の出版社の2175点を展示

世界の日本関係図書展 世界21か国547社の1936点を展示

その他、文学関連シンポジウム（大手健三郎、古井由吉、佐伯彰一氏等）、シンポジウム「新しい世界秩序を求めて」

（司会：H・シュミット、パネリスト：宮澤喜一、堤清二、宮崎勇、坂本義和氏他）、文学対談（大江健三郎、G・グラス両氏）、

連詩の会（谷川俊太郎、大岡信氏他）、歌舞伎公演、坂本龍一コンサート、日本のブックデザイン展、現代書道展、

日本現代美術展、囲碁名人戦、将棋竜王戦 等 の多彩な催事を開催。

今後の予定 ２０２５年 フィリッピン ２０２６年 チェコ ２０２７年 チリ



5-6 Japan Book Bank

映像産業振興機構（VIPO）と

日本書籍出版協会が共同運
営、トーハンが運営協力。

日本の出版コンテンツに関す
る内容や著作権の権利情報
などを集約したコンテンツカタ
ログ。

海外に紹介したい日本の出版
物を日本語と英語で掲載。



Japan Book Bank 現況



３ 日本の文学作品の海外での評価の高まり

近年の海外の主な文学賞の受賞者等

川上未映子 『ヘブン』2022年英国ブッカー賞翻訳書部門 最終候補
松田青子 『おばちゃんたちのいるところ』

2021年米国世界幻想文学大賞（短編集部門）受賞
柳美里 『JR上野駅公園口』 2020年全米図書賞翻訳部門受賞
多和田葉子 『献灯使』 2018年全米図書賞翻訳部門受賞
村田沙耶香 『コンビニ人間』2018年米誌ニューヨーカー「ベストブックス」9冊の1冊に選出
小川洋子 『密やかな結晶』

                              2019年全米図書賞翻訳部門・2020年英国ブッカー賞国際賞最終候補
中村文則 2014年米国デイヴィッド・グーデス省受賞
横山秀夫 『６４』2016年英国推理作家協会（CWA）インターナショナル・ダガー賞

（最優秀翻訳長編賞）ノミネート
湊かなえ 『告白』2015年フランス推理小説大賞 翻訳作品部門ノミネート

『贖罪』2018年米国エドガー賞最優秀ペーパーバック賞ノミネート
上橋菜穂子 2014年国際アンデルセン賞 作家賞受賞
角野栄子 2018年国際アンデルセン賞 作家賞受賞
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